
　（１）　　　　２０２３年（令和５年）９月１０日 友　　　愛 第５８４号  

　
古
稀
を
迎
え
た
友
愛
が
歳
を

重
ね
て
老
い
て
い
く
ど
こ
ろ

か
、
若
返
り
を
図
る
中
、
快
晴

を
超
え
て
酷
暑
の
鳩
山
会
館

で
、
創
立
　
周
年
の
記
念
式
典

７０

を
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
欣
快
に
堪
え
な
い
。

　
祖
父
鳩
山
一
郎
が
友
愛
青
年

同
志
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
友
愛
活
動
は
、
同
志
会
の
メ

ン
バ
ー
が
歳
を
経
る
に
し
た
が

い
先
細
り
し
て
き
て
い
た
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
中
国
へ
の
派

遣
学
生
た
ち
が
帰
国
後
友
愛
ユ

ニ
オ
ン
を
結
成
し
て
、
友
愛
へ

の
理
解
が
若
者
た
ち
に
広
が
り

を
見
せ
て
き
た
こ
と
を
素
直
に

喜
び
た
い
。
祖
父
一
郎
も
喜
ん

で
い
る
に
違
い
な
い
。

　
と
く
に
好
評
で
あ
っ
た
の

が
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
若
者
た

ち
が
せ
っ
せ
と
保
冷
剤
を
来
客

の
方
々
に
配
っ
て
く
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
立
っ
て
い
る

だ
け
で
も
汗
が
止
ま
ら
な
い
よ

う
な
猛
暑
で
あ
っ
た
の
で
、
庭

に
出
て
い
た
方
々
に
は
何
に
も

増
し
て
あ
り
が
た
い
気
配
り
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　
錦
上
花
を
添
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
オ
ヴ
ェ
チ
コ
駐
日
ロ

シ
ア
大
使
と
バ
ッ
チ
ジ
ャ
ル
ガ

ル
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
特
命
全
権
大

使
で
あ
り
、
ご
両
人
か
ら
友
愛

活
動
に
対
し
て
温
か
な
祝
辞
を

賜
っ
た
。

　
な
ぜ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
攻
し

て
い
る
ロ
シ
ア
の
大
使
を
招
待

す
る
の
か
と
の
声
も
あ
ろ
う

が
、
友
愛
精
神
は
あ
ら
ゆ
る
戦

争
を
否
定
す
る
が
、
対
話
を
拒

否
し
て
は
な
ら
な
い
と
も
考
え

る
。
し
ば
し
ば
敵
対
的
に
な
る

と
対
話
さ
え
拒
否
し
て
し
ま
う

が
、
他
者
の
尊
厳
を
も
尊
重
す

る
の
が
友
愛
で
あ
る
。
そ
の
精

神
が
紛
争
を
解
決
す
る
道
で
あ

る
と
信
じ
る
。

　
祖
父
一
郎
が
命
を
懸
け
て
実

現
さ
せ
た
訪
ソ
・
シ
ベ
リ
ア
抑

留
者
の
帰
国
は
、
友
愛
精
神
の

実
践
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
と
の
縁

は
友
愛
の
歴
史
の
中
に
厳
然
と

刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
記
念
式
典
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
は
渡
邉
康
雄
氏
に
よ
る
記
念

楽
曲
『
希
望
の
道
』
の
演
奏
で

あ
っ
た
。
渡
邉
康
雄
氏
は
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

の
指
揮
者
と
し
て
も
著
名
な
渡

邉
暁
雄
氏
の
ご
長
男
で
、
彼
自

身
も
指
揮
者
で
も
あ
り
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
も
あ
り
、
私
と
同
様
鳩

山
一
郎
の
孫
に
当
た
る
方
で
あ

る
。
　
加
え
て
、
何
と
友
愛
青
年
同

志
会
時
代
の
友
愛
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
の
作
曲
者
が
、
叔
父
の
渡

邉
暁
雄
氏
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
ご
子
息
の
康
雄
氏
に
　
周
７０

年
の
記
念
楽
曲
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
立
派
な
曲
を
作
っ
て
い

た
だ
い
た
の
で
あ
る
。

　
ベ
ラ
ン
ダ
に
設
置
し
た
電
子

ピ
ア
ノ
に
よ
る
渡
邉
康
雄
氏
の

演
奏
『
希
望
の
道
』
は
、
岐
路

に
立
つ
日
本
の
未
来
に
光
を
与

え
る
の
は
友
愛
で
あ
る
と
語
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
懇
親
会
で
は
長
年
友
愛
を
指

導
し
て
来
ら
れ
た
川
手
正
一
郎

氏
が
、
友
愛
の
原
点
を
忘
れ
な

い
よ
う
と
、
喝
を
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
。

　
さ
ら
に
は
友
愛
の
理
論
的
な

指
導
者
で
若
者
た
ち
を
友
愛
に

導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
早
稲

田
大
学
の
谷
藤
悦
史
先
生
と
、

東
北
大
学
の
戸
澤
英
典
先
生
か

ら
祝
福
と
激
励
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

　
な
お
、
こ
の
　
年
間
の
友
愛

７０

の
歩
み
を
、
機
関
紙
『
友
愛
』

を
基
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し

た
。
ま
た
、
友
愛
の
理
念
と
昨

今
の
活
動
を
動
画
に
納
め
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
も
作
成
中
で
あ
る
。
渡
邉

氏
の
演
奏
に
よ
る『
希
望
の
道
』

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
来
し
方

を
振
り
返
り
つ
つ
、
友
愛
の
行

く
末
を
見
つ
め
る
た
め
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　
愛
は
普
遍
で
あ
る
。
私
ど
も

の
活
動
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
中

国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
み
な
ら

ず
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ

ル
な
ど
に
も
広
げ
て
い
き
た

い
。
火
薬
の
き
な
臭
さ
が
欧
州

を
飛
び
越
え
て
、
軍
事
大
国
化

し
つ
つ
あ
る
日
本
に
も
届
き
そ

う
な
今
、
相
互
尊
重
、
相
互
理

解
、
相
互
扶
助
の
友
愛
を
世
界

に
広
め
る
た
め
に
、
私
ど
も
の

活
動
は
果
て
し
な
く
遠
い
こ
と

を
自
覚
し
、　
周
年
を
次
の
　

７０

１０

年
へ
の
跳
躍
台
と
し
た
い
。

▼
筆
者
の
友
愛
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
以
前
に
記
し
た
が

（
５
６
１
号
）、
こ
の
時
評
の

執
筆
も
　
年
目
に
入
っ
た
。
ク

１２

ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ
ル
ギ
ー

伯
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
を
翻
訳

し
、
鹿
島
平
和
研
究
所
の
活
動

に
も
関
与
し
て
い
た
故
深
津
栄

一
先
生
に
代
わ
っ
て
執
筆
す
る

の
は
誠
に
光
栄
で
は
あ
っ
た

が
、
荷
が
重
く
も
感
じ
た
。
▼

２
０
０
３
年
の
　
周
年
記
念
式

５０

典
は
事
後
に
写
真
で
拝
見
し
た

が
、
政
界
の
重
鎮
を
は
じ
め
各

界
・
地
域
で
確
固
た
る
地
位
を

占
め
て
い
る
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ

に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
あ
っ

た
。
実
際
に
は
友
愛
関
係
者
は

気
さ
く
な
方
ば
か
り
で
、
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
様
々
な
話
を
聞
く

機
会
に
も
恵
ま
れ
た
が
、
そ
れ

で
も
若
手
研
究
者
に
と
っ
て
は

相
当
の
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
▼

２
０
１
３
年
の
　
周
年
記
念
式

６０

典
に
は
自
ら
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
頃

に
は
気
楽
な
お
付
き
合
い
が
で

き
る
面
々
も
増
え
た
。
そ
れ
で

も
、
鳩
山
友
愛
塾
出
身
者
の
一

部
を
除
け
ば
、
年
上
の
方
ば
か

り
で
、
組
織
の
若
返
り
や
友
愛

活
動
の
再
活
性
化
の
方
策
が
常

に
話
題
に
上
っ
て
い
た
。
そ
う

し
た
議
論
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

ア
イ
デ
ィ
ア
の
一
つ
が
エ
ヤ
ッ

プ
他
へ
の
学
生
派
遣
で
あ
り
、

理
事
長
は
も
と
よ
り
西
川
理
事

や
羽
中
田
事
務
局
長
の
尽
力
に

よ
っ
て
派
遣
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
」
が
結
成
さ

れ
た
。
▼
今
回
の
　
周
年
記
念

７０

式
典
は
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
メ

ン
バ
ー
が
受
付
に
並
び
、
そ
の

清
新
な
光
景
に
ま
ず
目
を
奪
わ

れ
た
。
次
世
代
へ
の
継
承
も
軌

道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
。
深
津
先

生
か
ら
受
け
た
学
恩
の
よ
う

に
、
筆
者
も
酒
の
飲
み
方
以
外

に
次
世
代
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
と
思

い
つ
つ
、
今
回
の
時
評
も
〆
切

ギ
リ
ギ
リ
と
な
り
迷
惑
を
か
け

て
い
る
。 

（
ヒ
ゲ
）

友
愛
創
立

周
年
記
念
式
典
を
終
え

友
愛
創
立
　
周
年
記
念
式
典
を
終
え
てて

７０７０

理
事
理
事
長長

  鳩
山
由
紀

鳩
山
由
紀
夫夫



友
愛
創
立

周
年
記
念
式

友
愛
創
立
　
周
年
記
念
式
典典

７０７０

―
紙
上
に
て
ご
紹
介
し
ま

―
紙
上
に
て
ご
紹
介
し
ま
すす

　２０２３年（令和５年）９月１０日 友　　　愛 第５８４号　（２）　

　
７
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
か
ら
、
鳩
山
会
館
に
お
い
て
「
友
愛
創
立
　
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
た
。

２２

１１

７０

　
来
賓
の
方
々
、
全
国
各
地
か
ら
の
会
友
、
関
係
各
位
な
ど
お
よ
そ
１
５
０
名
の
方
々
が
集
い
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

　
会
場
で
は
　
周
年
記
念
楽
曲
『
希
望
の
道
』
が
作
曲
者
で
あ
る
渡
邉
康
雄
氏
に
よ
り
演
奏
、
披
露
さ
れ
、
友
愛
の
歴
史
と
未
来

７０

を
象
徴
す
る
曲
と
し
て
、
参
列
者
か
ら
讃
美
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
旧
交
を
温
め
あ
う
会
友
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
き
び
き
び
と

動
き
回
る
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
、
和
や
か
で
華
や
か
な
交
流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
抜
粋
で
は
あ
り
ま
す
が
、
式
典
の
模
様
を
紹
介
し
た
い
。

　
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で

70す
。
祖
父
一
郎
か
ら
始
ま
っ
た
友
愛
を
大
切
に
こ
れ
か

ら
も
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
と
挨
拶

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

館
内
の
会
場
入
り
口
に
今
日
を
迎
え
た
ご
報
告
、
そ
し

て
一
緒
に
こ
の
式
典
を
祝
っ
て
い
た
だ
く
べ
く
鳩
山
一

郎
・
鳩
山
薫
・
鳩
山
威
一
郎
・
鳩
山
安
子
・
鳩
山
邦
夫

各
先
生
の
遺
影
が
飾
ら
れ
た

在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
　
オ
ヴ
ェ
チ
コ
・
ゲ
ン
ナ
ー

デ
ィ
ー
公
使
参
事
官

友
愛
と
の
深
い
交
流
の
絆
を
大
切
に
し
た
い
と
挨
拶

友
愛
と
ロ
シ
ア
の
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
た

在
日
モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
館
　
ダ
ン
バ
ダ
ル
ジ
ャ
ー
・
バ

ッ
チ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
特
命
全
権
大
使
閣
下
　

　
年
と
い
う
歴
史
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
挨
拶

70素
晴
ら
し
い
式
典
で
す
と
お
褒
め
の
言
葉
を

こ
の
日
の
た
め
に
渡
邉
康
雄
氏
に
よ
り
作
曲
さ
れ
た

『
希
望
の
道
』
が
、
渡
邉
康
雄
氏
ご
本
人
の
演
奏
で
初

め
て
披
露
さ
れ
た
。

会
場
に
流
れ
る
メ
ロ
デ
イ
に
人
々
は
聞
き
入
っ
て
い
た

演
奏
す
る
渡
邉
康
雄
氏
の
間
近
で
、
来
賓
お
二
人
も
曲

に
聞
き
入
っ
て
い
た

楽
曲
の
題
名
『
希
望
の
道
』
が
表
現
し
て
い
る
未
来
で

あ
り
友
愛
の
理
念
の
実
践
と
い
え
る

会
場
と
な
っ
た
鳩
山
会
館
入
口
に
掲
げ
ら
れ
た
「
友
愛

創
立
　
周
年
記
念
式
典
」
の
看
板
。
今
日
と
い
う
日
を

70

寿
ぎ
、
堂
々
と
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い
る
。
若
者
た

ち
が
受
付
の
準
備
を
し
て
い
る

真
夏
の
日
差
し
が
真
上
か
ら
差
し
込
ん
で
い
る
会
場

で
、
参
加
者
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、
挨

拶
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
。
足
元
の
影
が
強
い
日
差
し

を
物
語
る

ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
の
甥
に
あ
た
る
ミ
ヒ

ャ
エ
ル
さ
ん
（
故
人
）
の
奥
様
ま
ゆ
み
さ
ん
（
写
真
右
）

も
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
御
礼
を
述
べ
な
が
ら
鳩
山

理
事
長
が
紹
介
を
し
た

友
愛
創
立
時
か
ら
　
年
間
、
友
愛
活
動
を
牽
引
し
て
き

70

た
川
手
正
一
郎
前
常
務
理
事
は
、　
歳
と
は
思
え
ぬ
元

90

気
さ
で
、
友
愛
の
今
日
を
讃
え
た

合
い
言
葉
は
「
元
気
・
や
る
気
・
本
気
」

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
）
氏
名
：
左
か
ら
　
吉
田
大
志
さ
ん
　

後
藤
大
智
さ
ん
（
理
事
就
任
）
　
森
崎
桃
子
さ
ん
（
評

議
員
就
任
）
　
田
島
桃
子
さ
ん
　
藤
田
脩
椰
さ
ん
　
木

本
康
瑛
さ
ん
　
鈴
木
健
太
さ
ん
　
小
倉
佑
太
さ
ん

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
有
志
が
集
合
。
受
付

の
役
割
を
始
め
式
の
進
行
係
を
果
た
し
て
く
れ
た
。
友

愛
が
育
っ
て
い
る
証
と
し
て
、
参
加
者
か
ら
は
「
頼
も

し
い
」
と
の
声
。
働
き
ぶ
り
も
好
評
で
あ
っ
た

写
真
左
か
ら
／
萩
原
直
三
評
議
員
　
細
木
悦
子
さ
ん
　

小
峰
秀
子
さ
ん
　
青
山
高
恵
評
議
員
　
井
上
和
子
理
事

山
口
千
恵
子
理
事
　
鳥
海
益
恵
さ
ん
　
谷
藤
悦
史
理
事

田
中
佐
知
子
さ
ん
　
田
中
正
基
評
議
員

友
愛
婦
人
会
・
鳩
山
友
愛
塾
同
窓
生
な
ど
久
し
ぶ
り
に

顔
を
合
わ
せ
た
人
た
ち
が
、
井
上
和
子
理
事
を
中
心
に

笑
顔
で
記
念
撮
影

溢
れ
る
笑
顔
が
、
今
日
の
喜
び
を
物
語
っ
て
い
る



　（３）　　　　２０２３年（令和５年）９月１０日 友　　　愛 第５８４号  

◆
創
立
　
周
年
記
念
式
典
が
無

７０

事
終
了
。
沢
山
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
て
、
成
功
裡
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の

尋
常
で
は
な
い
暑
さ
の
中
の
開

催
は
心
配
で
し
た
が
、
当
日
は

前
日
比
３
度
低
い
予
報
。
実
際

ぎ
ら
ぎ
ら
す
る
日
差
し
は
な
く

楽
で
し
た
。
と
、
呑
気
に
書
い

て
い
ま
す
が
、
準
備
に
費
や
し

た
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
嘘
の

様
に
、
順
調
に
式
典
が
進
み
終

わ
っ
た
時
は
夢
を
見
て
い
る
よ

う
な
気
持
ち
で
し
た
。
感
謝
　

歓
び
　
感
動
　
久
し
ぶ
り
の
完

全
燃
焼
で
す
。
思
わ
ず
欲
張
っ

て
、
次
（
　
周
年
）
を
考
え
て

８０

し
ま
い
ま
し
た
概
 

（
も
）

　
：
　
　
来
賓
祝
辞
　
友
愛
前

１２

３０

常
務
理
事
　
川
手
正
一
郎
様

　
：
　
　
乾
　
杯
　

１２

３０

理
事
　
谷
藤
悦
史
　
早
稲
田
大

学
　
名
誉
教
授

～
～
～
懇
　
談
～
～
～

　
：
　
　
閉
会
挨
拶
　

１４

００

評
議
員
　
戸
澤
英
典
　
東
北
大

学
教
授
・
法
学
部
学
部
長

デ
ビ
ュ
ー
・
１
９
９
２
年
に
指

揮
者
デ
ビ
ュ
ー

２
０
１
９
年
に
ピ
ア
ノ
を
弾
き

な
が
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
金
沢
を
指
揮
し
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏

W

曲
第
５
番「
皇
帝
」Ｃ
Ｄ（
 W

 

CC-    ７
９
０
０
）絶
賛
発
売
中
。

【
式
次
第
】

　
：
　
　
開
　
会

１１

００

司
会
進
行
／
理
事
　
芳
賀
大
輔

　
：
　
　
黙
　
祷

１１

０５

　
：
　
　
挨
　
拶

１１

１５

公
益
財
団
法
人
友
愛

理
事
長
　
鳩
山
由
紀
夫

来
賓
紹
介

来
賓
祝
辞

ロ
シ
ア
連
邦
　
臨
時
代
理
大
使

　
オ
ヴ
ェ
チ
コ
・
ゲ
ン
ナ
ー
デ

ィ
ー
公
使
参
事
官

モ
ン
ゴ
ル
国
　
特
命
全
権
大
使

　
ダ
ン
バ
ダ
ル
ジ
ャ
ー
・
バ
ッ

チ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
閣
下

祝
電
紹
介

　
：
　
　
記
念
楽
曲
披
露

１１

５０作
曲
家
　
渡
邉
康
雄
先
生

　
：
　
　
記
念
撮
影

１２

００
＊
＊
＊
会
場
移
動
＊
＊
＊

　
：
　
　
懇
親
会

１２

３０

司
会
進
行
／
理
事
　
井
田
安
信

勤
労
青
年
連
盟
）
様

衆
議
院
議
員
／
前
原
誠
司
様

衆
議
院
議
員
／
青
山
大
人
様

参
議
院
議
員
／
森
本
真
治
様

東
京
栗
山
町
の
会
／
瀬
尾
聡
様

《
渡
邉
康
雄
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

鳩
山
一
郎
の
五
女
信
子
と
芸
術

院
会
員
で
あ
っ
た
指
揮
者
渡
邉

曉
雄
の
長
男
と
し
て
１
９
４
９

年
に
生
れ
る
。

　
藝
大
附
属
高
校
の
作
曲
科
を

卒
業
後
に
渡
米
し
ボ
ス
ト
ン
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
８
年
間
学

ぶ
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
の

大
学
院
卒
。
サ
ッ
シ
ャ
・
ゴ
ル

ト
ニ
ツ
キ
ー
に
師
事
し
た
。

１
９
７
２
年
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

発
表
し
ま
す
。

…
…
…
…
…

来
賓
の
方
々

ロ
シ
ア
連
邦
　
臨
時
代
理
大
使

／
オ
ヴ
ェ
チ
コ
・
ゲ
ン
ナ
ー
デ

ィ
ー
公
使
参
事
官

モ
ン
ゴ
ル
国
　
特
命
全
権
大
使

／
ダ
ン
バ
ダ
ル
ジ
ャ
ー
・
バ
ッ

チ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
閣
下

公
益
財
団
法
人
公
益
法
人
協
会

／
長
沼
良
行
代
表
理
事

友
愛
前
常
務
理
事
／
川
手
正
一

郎
様

公
認
会
計
士
・
税
理
士
／
小
林

広
治
様

祝
電
を
い
た
だ
い
た
方
々

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア

と
し
て
残
し
、
同
時
に
友
愛
の

　
年
間
を
語
る
動
画
を
作
成
、

７０ま
た
　
周
年
を
記
念
し
て
作
成

７０

さ
れ
た
楽
曲
『
希
望
の
道
』
を

収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
す
る

こ
と
が
、　
周
年
記
念
事
業
と

７０

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
詳
細

７０
は
機
関
紙
『
友
愛
』　
月
号
で

１１

　
　
年
間
「
相
互
尊
重
・
相
互

７０
理
解
・
相
互
扶
助
」「
自
然
と
の

共
生
」「
自
立
と
共
生
」
の
理
念

は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
世
界
の

平
和
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
併
せ
て
そ
の
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
続

け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
そ
の
歴
史
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

な
り
、
２
０
１
９
年
内
閣
府
認

定
の
公
益
財
団
法
人
友
愛
と
な

っ
た
。

　
鳩
山
一
郎
理
事
長
か
ら
、
鳩

山
薫
、
鳩
山
威
一
郎
、
鳩
山
安

子
、
鳩
山
邦
夫
各
理
事
長
と
受

け
継
が
れ
、
現
在
の
鳩
山
由
紀

夫
理
事
長
は
就
任
（
通
算
）　１５

年
を
経
た
。

創
立
１
９
５
３
年
４
月

　
公
益
財
団
法
人
友
愛
の
創
立

は
１
９
５
３
年
４
月
　
日
、
日

２９

比
谷
公
会
堂
に
お
け
る
「
友
愛

青
年
同
志
会
」
の
結
成
大
会
か

ら
始
ま
る
。
そ
の
後
財
団
法
人

日
本
友
愛
青
年
協
会
と
な
り
、

公
益
法
人
法
の
改
正
に
伴
い
一

般
財
団
法
人
日
本
友
愛
協
会
と

当
日
配
布
さ
れ
た
式
次
第
（
左
）
と
渡

邊
康
雄
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
右
）

家
族
と
一
緒
に
参
加
し
た
会
友
も
多

い
。
思
い
出
話
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
、

話
題
は
尽
き
な
い
（
写
真
右
）
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
た
会
友
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
出
を
語
る
（
写
真
左
）

常
に
友
愛
理
念
を
説
き
、
平
和
と
民
主
主
義
の
大
切
さ

を
説
く
谷
藤
悦
史
理
事
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）。

力
強
い
言
葉
で
乾
杯
を

若
者
を
育
て
る
を
合
言
葉
に
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
誕
生

に
も
一
役
買
っ
た
戸
澤
英
典
評
議
員
（
東
北
大
学
教

授
）。
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
活
躍
に
喜
び
を
隠
せ
な
い

式
典
第
一
部
の
司
会
を
担
当
　
芳
賀
大
輔
理
事
。

格
調
高
い
進
行
と
活
舌
の
良
さ
。
絶
大
な
る
信
頼
を
寄

せ
る
理
事
の
一
人
で
あ
る

式
典
第
二
部
の
司
会
担
当
　
井
田
安
信
理
事
。

穏
や
か
な
笑
顔
と
信
頼
感
が
漂
う
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
支
援

事
業
を
担
当
し
活
躍
の
理
事

モ
ン
ゴ
ル
国
の
特
命
全
権
大
使
閣
下
と
ロ
シ
ア
連
邦
の

公
使
参
事
官
は
、
笑
顔
で
語
り
合
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
友
愛
な
ら
で
は
の
一
こ
ま

鳩
山
威
一
郎
元
理
事
長
・
鳩
山
安
子
元
理
事
長
の
写
真

を
抱
い
て
記
念
撮
影
。
多
く
の
歴
史
と
様
々
な
思
い
が

今
一
つ
に
な
っ
て

鳩
山
会
館
の
庭
に
は
、
多
く
の
方
が
集

い
、
強
い
日
差
し
の
中
、
式
典
は
順
調

に
進
め
ら
れ
た
。
全
国
各
地
か
ら
、
ご

参
会
い
た
だ
い
た
記
念
式
典
は
思
い
出

に
残
る
一
日
と
な
っ
た

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
活
躍
を
、
鳩
山
由
紀

夫
理
事
長
が
讃
え
た
。
新
た
に
理
事
・

評
議
員
に
就
任
し
た
メ
ン
バ
ー
も
い

る
。「
友
愛
の
こ
れ
か
ら
を
、
彼
ら
と
皆

さ
ん
で
築
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」



　２０２３年（令和５年）９月１０日 友　　　愛 第５８４号　（４）　

氏
は
事
前
に
楽
器
店
ま
で
音
色

を
試
し
に
行
か
れ
、
こ
の
音
が

出
る
な
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
当
日
の
生
演
奏
が
可

能
に
な
っ
た
と
か
。
式
典
次
第

に
は
氏
の
華
麗
な
る
経
歴
も
紹

介
さ
れ
て
い
た
が
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
も
あ
る
氏
の
す
ば
ら
し
い

演
奏
を
ご
披
露
い
た
だ
い
た
の

は
式
典
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
も
あ

っ
た
。
懇
親
会
で
ご
本
人
に
伺

う
と
、
鳩
山
一
郎
の
五
女
信
子

さ
ん
の
長
男
で
あ
る
渡
邉
氏

は
、
幼
少
期
、
理
事
長
よ
り
前

に
鳩
山
会
館
に
お
住
ま
い
だ
っ

た
時
期
も
あ
る
と
か
。
か
つ
て

の
住
居
で
お
披
露
目
演
奏
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
も
あ
る
縁
を

感
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
縁
と
い
え
ば
、　
年
以
上
前

１０

の
鳩
山
友
愛
塾
も
鳩
山
会
館
を

会
場
と
し
て
い
た
。
式
典
に
は

懐
か
し
い
当
時
の
同
級
生
も
何

人
も
出
席
し
旧
交
を
温
め
あ
っ

た
。
さ
ら
に
多
数
の
友
愛
ユ
ニ

オ
ン
の
若
者
た
ち
が
受
付
そ
の

他
の
手
伝
い
に
馳
せ
参
じ
て
く

れ
た
こ
と
は
ま
さ
に
「
希
望
の

道
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ

た
。　
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ッ

７０

ト
の
動
画
に
は
、
友
愛
ユ
ニ
オ

ン
の
若
者
三
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。　
年
７０

の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
彼
ら

の
言
葉
を
聞
く
と
、
光
り
輝
く

希
望
の
道
が
前
へ
と
続
い
て
い

る
こ
と
が
実
感
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…

＊
鳩
山
理
事
長
の
巻
頭
言
（
１

面
）
に
も
登
場
す
る
　
周
年
記

７０

念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及

び
動
画
・
楽
曲
演
奏
）
に
つ
い

て
は
十
一
月
号
に
詳
し
い
ご
案

内
を
掲
載
し
ま
す

和
の
基
礎
と
強
調
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
周
年
記
念
式
典
を

70
　
超
え
て
希
望
の
道
へ

理
事
　
西
川
伸
起

　
　
周
年
記
念
事
業
を
検
討
す

７０
る
理
事
会
で
、
記
念
の
楽
曲
を

作
成
し
よ
う
と
い
う
案
が
協
議

さ
れ
た
。
生
ま
れ
て
こ
の
方
自

分
よ
り
音
痴
な
人
に
会
っ
た
こ

と
が
な
い
の
が
自
慢
の
私
が
真

っ
先
に
思
っ
た
こ
と
は
、
合
唱

メ
ン
バ
ー
に
入
る
こ
と
だ
け
は

避
け
よ
う
と
い
う
、
友
愛
ら
し

か
ら
ぬ
思
い
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
楽
曲
だ
け
で
表
現
さ

れ
る
方
向
に
協
議
は
進
み
、
作

曲
を
お
願
い
し
た
渡
邉
康
雄
氏

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
よ
う
な
曲
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
る
、
と
の
情
報
に

接
し
、
深
く
安
堵
し
た
。

　
同
時
に
そ
れ
は
素
敵
な
も
の

に
な
り
そ
う
だ
と
期
待
も
膨
ら

ん
だ
の
だ
が
、
実
際
に
ご
披
露

さ
れ
た
曲
は
期
待
の
さ
ら
に
上

を
い
く
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
式
典
で
聴
か
れ
た
方
は

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
友

愛
　
年
の
歴
史
に
ふ
さ
わ
し
い

７０
荘
厳
さ
を
持
ち
つ
つ
未
来
へ
の

希
望
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
氏
に
よ
っ
て
『
希
望
の
道
』

と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
楽
曲

は
、　
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
納

７０

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
式
典
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
ぜ
ひ

お
聴
き
い
た
だ
き
、
私
の
言
葉

が
嘘
で
な
い
こ
と
を
確
か
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
事
務
局
に
よ
る
と
、
会
場
に

搬
入
可
能
な
電
子
ピ
ア
ノ
の
大

き
さ
に
限
り
が
あ
る
中
、
渡
邉

革
命
の
必
要
を
力
説
し
た
こ
と

が
実
を
結
ん
で
、
ま
ず
青
年
諸

君
の
賛
同
と
協
力
を
得
て
、
こ

こ
に
い
よ
い
よ
友
愛
青
年
同
志

会
の
結
成
を
迎
え
る
に
至
っ
た

こ
と
は
、
わ
た
し
の
衷
心
か
ら

の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。」と
語
ら
れ
て
い
る
。
同

会
設
立
時
よ
り
　
年
が
過
ぎ
、

７０

果
た
し
て
「
民
主
政
治
確
立
」

が
日
本
で
十
分
定
着
し
た
の
か

ど
う
か
甚
だ
疑
問
に
思
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。
故
に
、「
友
愛
革
命

の
必
要
」
が
今
日
に
お
い
て
も

ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
、
同
会

の
精
神
を
継
承
し
て
い
る
「
公

益
財
団
法
人
友
愛
」
の
あ
る
べ

き
姿
を
追
求
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
鳩
山
一
郎
先
生
は
同
紙
で
友

愛
の
精
神
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
友
愛
は
相
互
の
信
頼

と
利
他
互
譲
の
精
神
に
立
つ
限

り
、
一
部
特
定
の
利
益
の
た
め

に
他
人
の
権
利
を
犯
し
そ
の
立

場
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
な
非
人

道
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
許
し
ま
せ

ん
。」「
民
主
主
義
と
は
、
自
己

の
人
格
を
尊
重
す
る
と
共
に
他

人
の
人
格
を
も
尊
重
す
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
根
本
こ
そ
実
に

友
愛
の
精
神
で
あ
る
こ
と
が
よ

く
判
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
ま

す
。」
と
あ
り
、
最
後
に
、「
友
愛

革
命
と
は
、
実
に
こ
れ
に
よ
っ

て
偏
狭
な
個
人
的
及
至
は
集
団

的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
克
服
し
、
排

他
的
独
善
性
や
階
級
的
身
分
的

割
拠
主
義
を
超
克
し
相
互
の
依

存
関
係
を
正
し
く
認
識
し
て
社

会
的
連
帯
意
識
を
強
化
す
る
た

め
の
精
神
革
命
に
ほ
か
な
ら
な

い
（
以
下
略
）」
と
結
ん
で
い

る
。
時
代
背
景
は
変
化
し
な
が

ら
も
、
鳩
山
一
郎
先
生
が
唱
え

た
「
友
愛
」
の
精
神
は
日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
の
現
状
を
憂

い
、「
友
愛
革
命
」
こ
そ
世
界
平

関
し
て
の
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
相
手
へ
の
理
解
、
相
互
尊
重

に
繋
が
り
、
相
互
扶
助
の
源
に

な
る
愛
が
産
ま
れ
る
と
、
鳩
山

由
紀
夫
先
生
の
言
葉
か
ら
、
私

な
り
の
友
愛
理
解
に
た
ど
り
つ

き
ま
し
た
。

　
式
典
参
列
は
、
未
熟
な
が
ら

も
自
分
の
経
験
を
基
に
友
愛
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
出
会
え

た
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
か

ら
話
を
聞
い
た
り
勉
強
会
に
参

加
し
た
り
す
る
こ
と
で
友
愛
精

神
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
理

解
を
超
え
て
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
会
員
／
羽
生
市
在
住
）

…
…
…
…
…
…
…
…

　
「
友
愛
」
創
立
時
の

　
機
関
紙
よ
り

理
事
　
攪
上
哲
夫

　
７
月
　
日
「
友
愛
」
創
立
　

２２

７０

周
年
記
念
式
典
が
晴
天
の
下
、

盛
大
に
行
わ
れ
成
功
裏
に
終
了

し
た
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
の

ご
指
導
の
下
、
関
係
者
の
一
糸

乱
れ
ぬ
式
典
遂
行
の
労
を
傍
で

見
な
が
ら
ま
ず
は
無
事
終
了
し

た
こ
と
に
安
堵
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、　
年
前
、
昭
和

７０

　
年
４
月「
友
愛
青
年
同
志
会
」

２８設
立
時
の
機
関
紙
友
愛
（
昭
和

　
年
４
月
　
日
　
第
３
號
〈
旬

２８

２８

間
〉）
よ
り
、
創
立
者
、
鳩
山

一
郎
先
生
の
同
会
設
立
の
意
義

を
確
認
す
る
。

　
同
紙
の
見
出
し
は
「
友
愛
革

命
の
意
義
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
冒
頭
、「
戦
後
わ
た
し
が
追

放
を
解
除
さ
れ
て
政
界
に
復
帰

し
た
と
き
の
第
一
声
に
、
民
主

政
治
確
立
の
基
礎
と
し
て
友
愛

ご
ざ
い
ま
す
。
僭
越
な
が
ら
心

よ
り
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
記
念
式
典
に
、
友

人
の
誘
い
も
あ
り
参
列
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
友
愛
ユ
ニ

オ
ン
と
一
緒
に
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
閉
会
後
に
は

流
れ
に
乗
っ
て
友
愛
事
務
所
に

も
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
理
事
の
方
々
、
友
愛
ユ

ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
、
事
務
局
の

皆
さ
ん
の
輪
に
交
ぜ
て
頂
き
談

笑
を
楽
し
み
ま
し
た
。
真
面
目

な
話
題
か
ら
日
常
の
こ
と
ま
で

お
話
が
で
き
、
和
や
か
で
包
容

力
の
あ
る
事
務
所
の
雰
囲
気
が

と
て
も
心
地
良
か
っ
た
で
す
。

学
生
時
代
か
ら
友
愛
を
知
っ
て

い
れ
ば
、
と
悔
し
く
な
っ
た
の

も
正
直
な
感
想
で
す
。

　
式
典
は
格
調
高
く
運
ば
れ
、

そ
れ
で
い
て
和
や
か
な
笑
顔
に

溢
れ
て
い
て
、
友
愛
が
た
ど
っ

て
き
た
七
十
年
間
に
想
い
を
馳

せ
ま
し
た
。
実
は
今
回
の
式
典

参
列
に
あ
た
り
、
そ
も
そ
も
友

愛
と
は
何
か
に
つ
い
て
勉
強
し

よ
う
と
思
い
、
能
う
限
り
の
資

料
を
探
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
友
愛
と
い
う
言
葉
の

数
あ
る
解
釈
の
中
で
「
友
愛
と

は
―
見
も
知
ら
な
い
も
の
同
士

の
愛
で
す
」
と
い
う
鳩
山
由
紀

夫
先
生
の
言
葉
を
知
り
ま
し

た
。
私
は
日
中
友
好
活
動
と
い

う
自
身
の
経
験
に
照
ら
し
て
、

こ
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。「
見
も
知
ら
な
い
も
の
同
士

の
愛
」
を
産
む
き
っ
か
け
、
そ

れ
は
人
と
人
が
交
流
を
す
る
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
中
国
を
訪

問
し
た
時
も
交
流
を
通
し
て
自

分
と
の
共
通
点
や
相
違
点
を
肌

で
感
じ
、
共
通
点
が
あ
れ
ば
同

じ
感
情
を
持
っ
た
人
と
し
て
以

降
意
識
を
し
ま
す
。
相
違
点
が

あ
れ
ば
そ
の
理
由
や
ル
ー
ツ
に

友
愛
の
旗
を
掲
げ
「
青
年
同
志

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
活
動
の

主
軸
は
、
相
互
理
解
・
相
互
尊

重
・
相
互
扶
助
で
あ
り
、
後
に

同
志
会
は
「
青
年
連
盟
」
と
改

名
し
た
時
期
も
あ
り
合
わ
せ
て

七
十
年
の
年
輪
を
重
ね
た
。

こ
の
思
想
の
原
点
は
、
ク
ー
デ

ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
だ

と
学
ん
だ
。
彼
が
初
め
て
来
日

さ
れ
た
時
、
尾
道
友
愛
山
荘
で

の
講
演
に
私
も
参
加
し
た
。
講

演
で
お
目
に
か
か
れ
た
時
の
私

の
喜
び
と
感
動
は
今
も
鮮
明
に

甦
る
。

　
鳩
山
邸
で
の
　
周
年
式
典
は

７０

ピ
ア
ノ
演
奏
や
館
内
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
と
盛
会
で
あ
っ
た
。
一

方
現
在
の
世
界
は
大
国
の
覇
権

や
侵
略
戦
争
の
不
幸
な
状
況
下

に
あ
る
こ
と
を
知
る
時
友
愛
思

想
と
温
故
知
新
の
必
要
性
を
痛

感
し
て
の
　
周
年
式
典
と
パ
ー

７０

テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。

　
余
談
な
が
ら
式
典
後
は
テ
レ

ビ
の
朝
ド
ラ
『
ら
ん
ま
ん
』
の

土
佐
が
生
ん
だ
植
物
学
者
牧
野

富
太
郎
関
係
の
小
石
川
と
練
馬

区
を
訪
い
、
牧
野
植
物
園
、
記

念
館
の
書
斎
や
蔵
書
に
感
動
し

た
。
暑
中
の
庭
の
大
樹
下
は
涼

風
優
し
く
、
心
地
よ
い
余
韻
と

な
っ
て
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、

帰
高
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
　
（
会
員
／
高
知
市
在
住
）

…
…
…
…
…
…
…
…

　
友
愛
の
不
変
な
る
こ
と
 

橘
　
颯
太
郎

　
友
愛
創
立
　
周
年
を
迎
え
ら

７０

れ
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う

記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
式
典
で
し

た
。
併
せ
て
友
愛
の
こ
れ
か
ら

の
力
強
さ
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、　
周
年
、　
周
年
、
１
０

８０

９０

０
周
年
と
友
愛
の
歴
史
は
続
い

て
行
く
こ
と
を
確
信
し
て
、
鳩

山
会
館
を
後
に
し
ま
し
た
。

（
友
愛
会
員
／
文
京
区
在
住
）

…
…
…
…
…
…
…
…

　
友
愛
の
温
故
知
新
 

岡
崎
洋
一
郎

　
令
和
５
年
７
月
　
日
、
友
愛

２２

　
周
年
式
典
の
案
内
を
受
け
、

７０　
歳
の
老
体
に
鞭
打
ち
東
京
に

８４向
か
っ
た
。
若
き
頃
青
年
活
動

で
お
世
話
に
な
っ
た
ご
縁
か
ら

の
参
加
で
、
今
回
が
多
分
最
後

に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
の
出

席
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
在
京

の
孫
娘
二
人
と
孫
の
母
親
同
伴

で
の
参
加
と
な
っ
た
の
も
嬉
し

か
っ
た
。
若
き
頃
友
愛
の
旅
で

私
が
タ
イ
を
訪
問
し
た
時
、
ピ

ン
ヨ
ー
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
事
が
あ
り
、
現
在
外

大
で
タ
イ
語
を
勉
強
中
の
孫
娘

を
つ
れ
て
参
加
出
来
た
。

　
友
愛
　
周
年
（
平
成
　
年
）

５０

１５

の
参
加
時
と
は
世
代
も
変
化

し
、
威
一
郎
、
邦
夫
両
氏
逝
去

後
の
友
愛
は
、
現
在
鳩
山
由
紀

夫
氏
が
主
軸
、
若
い
世
代
の

方
々
の
参
加
者
が
主
で
、
今
回

は
、
旧
知
の
先
輩
川
手
先
生
や

長
田
さ
ん
等
を
含
む
ご
く
少
数

の
顔
な
じ
み
の
人
達
と
顔
を
合

わ
せ
た
。

　
想
い
起
せ
ば
戦
後
に
、
鳩
山

一
郎
先
生
が
著
書
『
自
由
と
人

生
』
を
世
に
問
い
、
青
年
達
に

　
友
愛
の
未
来
を
信
じ
て
 

小
峰
秀
子

　
友
愛
創
立
　
周
年
、
心
よ
り

７０

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
記
念
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
創
立
　
周
５０

年
、　
周
年
、　
周
年
に
勝
る

６０

６５

と
も
劣
ら
ぬ
盛
大
な
会
で
、
素

晴
ら
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
　
受
付
に
は
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の

若
い
方
々
が
並
び
、
元
気
に
テ

キ
パ
キ
と
お
客
様
に
対
応
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
の
会

は
、
友
愛
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー

が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
思
い
ま
す
と
、
友
愛

の
こ
れ
か
ら
が
若
さ
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
感

じ
、
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
て
で
す
が
、

今
年
の
暑
さ
は
尋
常
で
は
な
く

日
差
し
も
一
段
と
強
い
な
か
、

皆
さ
ん
庭
に
並
ん
で
の
式
典
で

し
た
が
、
お
水
の
瓶
が
配
ら
れ

た
り
、
冷
た
い
保
冷
剤
を
配
っ

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ご
準
備
さ

れ
た
方
々
の
お
心
と
気
配
り

は
、
正
に
友
愛
な
ら
で
は
だ
と

感
じ
入
り
ま
し
た
。
懇
親
会
に

並
ん
だ
お
料
理
の
中
に
は
、
一

郎
先
生
が
お
好
き
だ
っ
た
と
い

う「
焼
売
」も
あ
り
ま
し
た
。
友

愛
を
創
設
さ
れ
た
一
郎
先
生
に

向
け
た
感
謝
と
尊
敬
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
友
愛
の
楽
曲
が
演
奏
さ
れ
ご

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
懐
か
し
い

方
々
に
お
会
い
で
き
、
つ
も
る

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
ど
れ

を
と
っ
て
も
充
実
し
た
　
周
年

７０


	584号1[1-1]
	584号2[2-2]
	584号3[3-3]
	584号4[4-4]

